
（1） 令和６年（2024）7月1日  37号藤 香 会 だ よ り

て
い
る
人
た
ち
に
感
謝
す
べ
き
だ
と
の
感
銘
の
深
い
講

話
で
あ
っ
た
。

忠
之
公
第
３
７
１
回
御
忌
法
要
お
よ
び

如
水
公
第
４
２
１
回
御
忌
法
要

忠
之
公
の
ご
法
要

は
命
日
の
２
月
１２
日
、

菩
提
寺
の
東
長
寺
で

第
１６
代
当
主
長
高
様

ご
臨
席
の
も
と
会
員

５０
名
の
参
列
で
、
如

水
公
の
ご
法
要
は
同

じ
く
命
日
に
あ
た
る

３
月
２０
日
、
黒
田
家

墓
所
の
あ
る
崇
福
寺
本
堂
で
長
高
様
ご
夫
妻
の
ご
臨
席

の
も
と
で
会
員
５５
名
が
参
列
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
３
月
２０
日
は
陽
射
し
は
あ
る
も
の
の
寒
の
戻
り

の
寒
い
中
で
し
た
が
、

本
堂
で
の
法
要
の
後
、

裏
手
に
あ
る
黒
田
家
墓

所
の
如
水
公
の
墓
前
に

会
員
が
集
合
し
、
僧
侶

の
読
経
の
中
、
全
員
で

焼
香
を
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
法
要
に
先
立 

つ
３
月
１７
日
（
日
）、

理
事
ほ
か
会
員
３０
名
で
墓
所
の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
霧
雨
の
小
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
で
墓
所
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
総
会
が
５
月
２６
日
（
日
）
１１
時
よ
り
天

神
ビ
ル
１１
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
員
数
２
６
４
名
（
内
賛
助
会
員
５６
名
）
の
内
、

出
席
会
員
５３
名
、
委
任
状
提
出
会
員
１
２
２
名
の
合
計

１
７
５
名
で
、
総
会
員
数
の
２
分
の
１
以
上
と
な
っ
て

総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
に
続
い
て
昨
年
度
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
２

名
（
小
川
義
晴
様
、
瀧
口
宗
芳
様
）
の
ご
冥
福
を
祈
り

１
分
間
の
黙
祷
。
毛
屋
副
会
長
が
開
会
を
宣
言
し
た
後
、

山
﨑
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

当
会
発
足
当
時
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
来
ま
し

た
が
、
今
年
も
本
日
の
３
号
議
案
に
も
あ
る
よ
う
に
活

動
を
す
る
に
際
し
、
昨
年
の
総
会
で
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
会
費
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と
で
皆
様
に
は
ご
負
担
を

お
掛
け
す
る
の
を
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ひ
と

え
に
文
化
の
振
興
活
動
を
活
発
に
や
り
た
い
と
の
思
い

で
あ
り
、
郷
土
発
展
の
た
め
皆
様
に
は
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
は
理
事
会
案
通
り
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

毛
屋
副
会
長
よ
り
、
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
今
年
も

長
政
公
の
法
要
や
、
黒
田
家
と
関
係
の
深
い
神
社
大
祭

の
参
詣
等
藤
香
会
の
事
業
は
着
実
に
執
り
行
い
た
い
と

の
表
明
が
あ
っ
た
。「
福
岡
城
復
元
の
検
討
に
対
す
る

協
議
会
」
が
福
岡
商
工
会
議
所
の
提
言
に
よ
り
発
足
し
、

当
会
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
、
天
守
閣
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
改
め
て
議
論
が
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
大
島
泰
治
監
事
が
令
和
５
年
度
を
も
っ
て

役
員
を
退
任
さ
れ
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
理

事
を
勤
め
ら
れ
、
ま

た
監
事
と
し
て
本

会
の
業
務
執
行
状
況
、

会
計
処
理
に
つ
い
て

適
切
な
指
摘
を
い
た

だ
き
、
本
会
の
発
展

に
尽
力
し
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
忠
之
公
ご

法
要
の
折
に
は
、
講
話
で
忠
之
公
の
生
い
立
ち
な
ど
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
会
員
で
褒
章
を
受
け
ら
れ
た
博
多
織
工
業
組
合

理
事
長
の
原
田
昌
行
さ
ん
、
囲
碁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松

村
緑
さ
ん
（
緑
綬
褒
章
）
に
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

人
事
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長
：
山
﨑　

拓

副
会
長
：
毛
屋
嘉
明

事
務
局
：
田
島
満
行
（
局
長
）

　
　
　
　

松
尾　

等

理　

事
：（
総
務
）
西
田
経
敏　
　

栗
山
順
子

　
　
　
　
（
研
修
）
田
中
崇
和　
　

吉
田
征
則

　
　
　
　
（
広
報
）
天
本
孝
久　
　

中
村
照
久

　
　
　
　
（
会
計
）
郡　

基
博　
　

秦　

紀
子

　
　
　
　

因
幡
敏
幸　

岳　

康
宏　

徳
永
良
子

　
　
　
　

森　

純
子　

村
山
由
美　

関　

賢
二（
新
）

監　

事
： 

馬
頭
徹
夫　

田
中
雅
美

総
会
終
了
後
に
占
部
賢
志
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史

余
話
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
お
話
に
纏
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中

に
戊
辰
戦
争
の
時
に
福
岡
藩
は
秋
田
藩
と
共
に
庄
内
藩

と
戦
っ
た
。
そ
の
渦
中
に
戦
死
し
た
人
た
ち
は
そ
の
地

に
葬
ら
れ
、
以
来
毎
年
敵
味
方
に
か
か
わ
ら
ず
慰
霊
が

行
わ
れ
て
、
福
岡
に
も
案
内
が
来
た
が
、
誰
も
参
列
し

た
人
は
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

奥
羽
列
藩
同
盟
の
人
た
ち
が
、
敵
方
で
あ
っ
た
福
岡

藩
の
戦
死
者
を
弔
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
法
要
に
は

参
列
す
べ
き
だ
と
思

う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
は
、
死
ね 

ば
み
ん
な
仏
さ
ま
、

神
さ
ま
に
な
り
、
そ

れ
を
生
き
た
人
た
ち

が
祀
る
と
い
う
精
神

構
造
が
あ
る
。
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
と
は

言
え
、
弔
っ
て
く
れ

令
和
６
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

審議する会員たち

役員退任にあたり思い出を語る大島さん

講話する占部賢志さん

如水公法要で挨拶される長髙様

如水公法要で墓前に参拝する会員

忠之公法要に参列した会員



海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
昔
か
ら
漂
流
事
故
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
ほ
ど
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
帰
還
で
き

た
人
が
限
ら
れ
、
ま
た
江
戸
幕
府
の
鎖
国
主
義
・
キ
リ

ス
ト
教
禁
教
政
策
が
あ
っ
た
た
め
、
記
録
と
し
て
現
存

す
る
も
の
は
少
な
い
。

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
漂
流
物
語
・
漂
流
日
記
と
し

て
３
回
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
る
。

最
初
は
薩
摩
藩
の
漂
流
日
記
で
あ
る
。
こ
の
中
に
２

つ
の
日
記
が
含
ま
れ
る
。

ひ
と
つ
は
商
船
（
貿
易
船
）
で
沖
縄
か
ら
帰
国
の
途

中
で
遭
難
し
て
清
国
に
漂
着
し
た
ケ
ー
ス
「
清
国
漂
流

図
」（
早
稲
田
大
学
蔵
）
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
薩
摩
藩

士
が
沖
永
良
部
島
の
島
番
の
役
目
を
終
え
て
帰
国
す
る

途
中
に
朝
鮮
に
漂
着
し
て
帰
国
す
る
と
い
う
日
記
「
朝

鮮
漂
流
日
記
」（
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。

双
方
と
も
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
り
公
開
さ
れ

て
い
る
。

「
清
国
漂
流
図
」
で
は
、
薩
摩
の
船
が
琉
球
・
那
覇

を
出
帆
し
た
後
、
大
風
に
遭
っ
て
漂
流
し
中
国
・
長
江

（
揚
子
江
）
河
口
に
漂
着
し
て
救
わ
れ
る
と
い
う
航
海

日
記
を
主
と
し
た
絵
物
語
で
あ
る
。
当
時
の
清
国
の
様

子
が
薩
摩
の
絵
師
に
よ
っ
て
か
な
り
正
確
に
描
か
れ
て

い
る
史
料
で
あ
る
。

序
文
は
橋
口
善
伯
祥
甫
が
、
文
化
七
（
１
８
１
０
）

年
七
月
の
出
帆
・
漂
流
か
ら
十
二
月
の
帰
国
ま
で
の
あ

ら
ま
し
を
解
題
と
し
て
漢
文
で
記
述
し
、
本
文
も
お
そ

ら
く
橋
口
が
聴
き
取
っ
て
記
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

橋
口
の
人
物
像
は
不
明
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
大
学
名

誉
教
授
・
故
原
口
虎
雄
が
著
わ
し
た
「
三
国
名
勝
図
会

索
引
」（
青
潮
社
）
に
、
御
記
録
奉
行
の
橋
口
善
兵
衛

兼
柄
が
「
三
国
名
勝
図
会
」
を
撰
進
し
、
父
親
で
編
纂

総
裁
で
あ
っ
た
橋
口
市
正
兼
古
が
同
時
代
に
登
場
す
る

の
で
、
そ
の
父
子
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

父
子
と
も
薩
摩
藩
の
御
記
録
奉
行
や
町
奉
行
を
歴
任
し

た
有
能
の
士
で
あ
り
学
者
で
あ
っ
た
。

挿
画
は
左
近
允
純
嘏
（
さ
こ
ん
じ
ょ
う 

じ
ゅ
ん
か
）、

西
清
美
（
に
し　

せ
い
び
）、
肥
後
盛
邑
（
ひ
ご　

せ

い
ゆ
う
）
が
描
い
た
と
橋
口
は
序
文
に
書
い
て
い
る
が
、

人
物
像
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
鹿
児

島
大
学
名
誉
教
授
原
口
泉
（
現
鹿
児
島
県
立
図
書
館
長

で
、
原
口
虎
雄
博
士
の
ご
子
息
）
に
問
合
せ
た
が
、
史

料
が
見
つ
か
ら
な
い
。

こ
の
日
記
の
特
徴
は
毎
日
の
出
来
事
が
詳
細
に
記
さ

れ
、
天
気
・
風
向
き
や
流
さ
れ
た
方
角
や
島
や
陸
地
の

山
が
見
え
た
時
刻
や
清
国
の
建
物
の
特
徴
、
風
俗
な
ど

が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
船
長
・
森

山
貞
次
郎
が
書
い
て
い
た
航
海
日
誌
を
清
国
上
陸
後
も

書
き
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

上
陸
後
に
清
国
の
役
人
に
各
地
を
連
れ
回
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
漂
着
し
た
省
（
江
蘇
省
か
浙
江
省
）
が
明
確
で

な
か
っ
た
り
、
管
轄
の
部
署
が
不
明
だ
っ
た
り
、
上

級
役
所
が
別
の
地
区
に
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
に
よ
る
こ

と
の
よ
う
で
あ
る
。
連
れ
て
行
か
れ
る
場
所
々
々
で
市

場
、
商
店
や
工
場
を
見
た
り
す
る
。
そ
の
た
び
に
製
品

や
商
品
の
値
段
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
れ
は
商
人
根

性
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
応
対
・
取
り
調
べ
を
行

な
う
役
人
の
様
子
、
帽
子
の
飾
り
を
見
て
役
人
の
地
位

を
確
認
す
る
余
裕
も
あ
る
。
そ
し
て
役
人
を
官
長
、
官
人
、

官
役
、
役
人
、
小
役
人
と
書
き
分
け
る
。

宿
泊
す
る
施
設
は
お
寺
で
あ
っ
た
り
関
帝
廟
で
あ
っ

た
り
す
る
が
、
そ
の
周
り
に
は
い
つ
も
見
学
人
が
絶
え

な
い
。
そ
れ
ら
の
市
中
の
人
び
と
と
の
交
流
が
始
ま
り
、

料
理
や
酒
を
ふ
る
ま
わ
れ
、
文
物
を
贈
ら
れ
る
。
貞
次

郎
た
ち
も
刀
を
見
せ
た
り
、
袷
な
ど
を
お
礼
に
渡
し
た
り
、

下
手
な
絵
を
描
い
て
渡
し
た
り
す
る
。
そ
れ
は
国
と
国

と
の
公
式
な
外
交
と
は
違
っ
た
個
人
的
な
交
流
の
記
録

で
あ
る
。

や
が
て
５
カ
月
後
の
十
二
月
に
な
っ
て
、
当
時
の
国

際
貿
易
港
で
あ
っ
た
浙
江
省
乍
甫
（
杭
州
と
上
海
の
中

間
）
か
ら
帰
国
す
る
。
そ
の
航
海
で
も
中
国
の
船
の
構

造
を
日
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
嵐
に
も
耐
え
る
船
を

驚
き
を
持
っ
て
見
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
朝
鮮
漂
流
日
記
」（
神
戸
大
学
蔵
）

は
文
政
二
（
１
８
１
９
）
年
六
月
に
沖
永
良
部
島
で
の

役
目
を
終
え
た
薩
摩
藩
士
・
安
田
喜
藤
太
ら
２４
名
が
藩

の
船
で
あ
る
亀
寿
丸
（
１７
反
帆
：
１
反
は
幅
が
３
尺
の

布
）
で
帰
国
の
途
中
、
朝
鮮
・
忠
清
道
庇
仁
県
馬
梁
鎮

付
近
（
現
：
群
山
市
の
北
方
）
に
漂
着
す
る
と
い
う
内

容
で
、
全
文
が
漢
文
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
沖

永
良
部
島
は
琉
球
国
に
属
し
、
安
田
の
漢
文
の
素
養
は

そ
の
職
務
上
必
要
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

や
は
り
真
水
を
求
め
る
サ
バ
イ
バ
ル
が
記
述
さ
れ
、

上
陸
し
て
飲
ん
だ
水
が
「
天
下
第
一
品
」
と
記
述
さ
れ

る
。｢
朝
鮮
漂
流
日
記｣

に
は
海
水
か
ら
「
ら
ん
び
き

（
蒸
留
器
の
一
種
）」
に
よ
っ
て
真
水
を
一
昼
夜
に
１
斗

（
１８
リ
ッ
ト
ル
）
作
っ
た
と
書
か
れ
、「
清
国
漂
流
図
」

の
記
述
の
１
斗
５
升
に
く
ら
べ
る
と
少
な
い
。

朝
鮮
上
陸
後
は
、
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
か
ら
倭
学
訳
官

が
派
遣
さ
れ
て
取
り
調
べ
ら
れ
る
が
、
や
が
て
釜
山
に

向
け
て
出
船
し
、
慶
尚
道
多
太
（
マ
マ
）
浦
（
現
：
釜

山
広
域
市
沙
下
区
多
大
浦
）
に
到
着
、
そ
こ
か
ら
釜
山
・

牛
岩
浦
（
現
：
同
市
南
区
牛
岩
洞
）
に
移
動
し
て
対
馬

藩
の
保
護
下
に
入
り
、
翌
年
正
月
に
対
馬
府
中
（
現
・

厳
原
）
に
到
着
、
二
月
に
長
崎
に
戻
っ
た
。

庇
仁
県
馬
梁
鎮
で
応
対
し
た
朝
鮮
側
役
人
は
訳
官
以

外
に
も
１０
名
ほ
ど
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
庇
仁
県
監
・

尹
永
圭
と
の
対
話
が
詳
細
で
多
い
。
薩
摩
・
国
分
産
の

煙
草
や
琉
球
泡
盛
を
す
す
め
、
船
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
日
本
画
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
る
。
安
田
が
贈
っ
た

和
歌
の
短
冊
を
見
て
「
龍
が
跳
び
、
蛇
が
走
る
よ
う
な

美
し
さ
」
と
書
か
れ
て
い
る
文
字
を
評
価
し
、
安
田
が

持
っ
て
い
た
周
易
大
全
を
見
て
は
「
日
本
で
は
文
と
武

で
は
ど
ち
ら
を
尊
ぶ
か
」
と
問
い
、「
武
で
あ
る
が
、
天

下
国
家
を
担
う
に
は
文
も
必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
文
化

の
違
い
に
対
す
る
問
答
も
あ
る
。

倭
学
訳
官
は
日
本
語
は
で
き
る
が
、
文
化
的
素
養

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
み
え
て
親
し
く
交
わ
っ
て
い
な

い
。
日
本
で
も
朝
鮮
で
も
漢
字
文
化
圏
の
共
通
性
と
学

識
、
教
養
を
持
つ
人
に
対
し
て
相
互
信
頼
の
関
係
が
醸

成
さ
れ
て
尊
敬
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

宗
家
文
書
で
あ
る
「
毎
日
記
（
館
守
日
記
）」
は
日

朝
関
係
に
関
す
る
表
（
お
も
て
）
の
交
流
の
記
録
が
あ

る
が
、
こ
の
「
朝
鮮
漂
流
日
記
」
は
舞
台
裏
で
の
民
間

外
交
記
録
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

漂
流
日
記
（
上
）― 

薩
摩
藩
の
人
た
ち
の
漂
流

会 

員

　天
本

　孝
久

清国漂流図 _挿画と日記（早稲田大学蔵）

朝鮮漂流日記（神戸大学蔵）



は
じ
め
に

今
か
ら
４
８
７
年
前
の
１
５
８
７
年
、
播
磨
（
現
兵

庫
県
）
か
ら
九
州
へ
入
封
し
た
人
物
が
い
る
。
人
物
の

名
は
黒
田
孝
高
と
い
う
。
通
称
は
官
兵
衛
、
剃
髪
号
は

如
水
で
広
く
知
ら
れ
る
人
物
で
も
あ
る
。

こ
の
人
物
は
、
作
家
司
馬
遼
太
郎
の
歴
史
小
説
「
播

磨
灘
物
語
」
の
主
人
公
と
し
て
、
ま
た
２
０
１
４
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
主
人
公
と
し

て
、
現
代
人
、
と
り
わ
け
歴
史
好
き
の
人
々
の
脳
裏
に

深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
今
一
つ
、
こ
の
人
物
は
、

す
な
わ
ち
黒
田
孝
高
は
４
２
４
年
前
の
１
６
０
０
年
に

な
る
と
、
当
時
の
九
州
最
大
の
商
都
博
多
へ
就
封
さ
れ

て
来
る
。
さ
ら
に
博
多
の
隣
接
地
帯
に
新
し
く
城
下
町

を
作
り
、
福
岡
と
命
名
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
州
に

商
人
の
町
「
博
多
」
と
武
士
の
町
「
福
岡
」
が
誕
生
し
、

や
が
て
福
岡
市
へ
と
発
展
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
福
博
の
街
、
い
わ
ゆ
る
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
と
な
っ
た
。
現
在
日
本
で
も
有
数
の
都
市
、
福
岡

市
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
街
福
岡
の
顔
と
観
光
の
街
博

多
の
顔
を
持
ち
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
そ
の
歩
み
を

続
け
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
る
時
、
外
せ
な
い
人
物
と
し
て
、
や
は
り
黒

田
孝
高
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ド
ラ
マ
の
影
響
で

通
称
の
官
兵
衛
の
通
り
が
良
く
な
っ
て
い
る
が
、
地
元

福
博
の
街
で
は
古
く
か
ら
剃
髪
号
の
如
水
の
方
が
通
り

が
良
く
、老
舗
菓
子
店
の
屋
号
は
「
如
水
庵
」、地
酒
（
日

本
酒
）
の
名
品
と
し
て
「
如
水
」
が
存
在
す
る
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
如
水
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
九
州
最
大
の
都
市
で

あ
る
福
岡
市
、福
博
の
街
は
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛・如
水
）

に
よ
っ
て
礎
が
築
か
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
福
博
の
歴
史
を
遡
り
、
振
り
返
り
つ
つ
、
あ

る
こ
と
を
し
て
み
た
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
黒
田
孝
高
と

共
に
戦
野
を
駆
け
巡
り
、
あ
る
い
は
町
づ
く
り
、
領
内

統
治
に
活
躍
し
た
武
士
た
ち
の
掃
苔
巡
礼
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。

著
者
の
出
来
得
る
範
囲
内
の
こ
と
の
み
で
あ
る
が
、

「
黒
田
武
士
」
と
言
え
る
男
た
ち
の
墓
所
を
巡
り
、
掃
苔

供
養
を
行
い
つ
つ
、
温
故
知
新
巡
礼
で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
黒
田
武
士
た
ち
の
墓
所
を
写
真
で
紹
介

し
つ
つ
、
合
わ
せ
て
人
物
像
も
簡
易
文
で
は
あ
る
が
記

し
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、
掃
苔
巡
礼
紀
行
と
し
て
一
文

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

１
番　

黒
田
孝
高
（
く
ろ
だ
よ
し
た
か
）　

　
　

１
５
４
６
～
１
６
０
４

○
墓
所
に
つ
い
て

崇
福
寺
：
臨
済
宗
の
寺
院
（
福
岡
市
博
多
区
千
代
）

に
墓
が
あ
る
。

○
名
乗
り
に
つ
い
て

幼
名
は
万
吉
、
通
称
は
官
兵
衛
、
実
名
は
祐
隆・孝
隆・

孝
高
と
い
う
変
遷
で
表
記
文
字
が
変
わ
っ
て
い
る
。
切

支
丹
と
し
て
の
洗
礼
名
が
シ
メ
オ
ン
、
剃
髪
号
は
如
水
・

円
清
、
法
号
は
龍
光
院
。

○
官
位
に
つ
い
て

勘
解
由
次
官
（
か
げ
ゆ
の
す
け
）
を
受
領
し
て
い
る
。

○
人
物
略
伝

ま
ず
、
当
初
は
黒
田
姓
で
は
な
く
、
小
寺
姓
を
名
の
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
孝
高
の
父
職
隆
が
主
君
小
寺
則
職
か

ら
小
寺
姓
を
下
賜
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
孝
高
の
母
心
光

院
が
小
寺
政
職
の
養
女
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

よ
っ
て
孝
高
は
、
小
寺
官
兵
衛
孝
高
と
名
乗
っ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
時
点
で
は
、
播
磨
御
着
城
主
・
小
寺

政
職
の
重
臣
で
、播
磨
姫
路
城
を
預
け
ら
れ
て
城
代
（
城

主
）
を
務
め
て
い
た
。

戦
国
の
巨
大
新
興
勢
力
・
織
田
信
長
が
中
国
地
方
へ

進
出
し
て
く
る
と
一
早
く
従
属
を
決
断
し
、
主
君
小
寺

政
職
と
共
に
信
長
に
従
属
す
る
。
さ
ら
に
信
長
が
中
国

地
方
攻
略
の
総
大
将
に
任
命
し
た
羽
柴
秀
吉
の
先
導
役

に
任
命
さ
れ
、
自
身
の
居
城
・
姫
路
城
を
準
本
拠
地
と

し
て
、
中
国
地
方
攻
略
に
邁
進
す
る
。

や
が
て
諸
々
の
曲
折
か
ら
小
寺
政
職
が
信
長
に
対
し

て
離
反
す
る
。
こ
の
政
職
の
離
反
の
結
果
、
孝
高
は
小

寺
家
を
離
れ
て
信
長
に
単
独
で
従
属
す
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
信
長
の
命
令
で
秀
吉
の
与
力
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
時
よ
り
黒
田
姓
に
復
し
、
黒
田
官
兵
衛

孝
高
と
名
乗
る
。
以
後
秀
吉
の
軍
師
・
参
謀
と
し
て
手

腕
を
発
揮
、
秀
吉
か
ら
播
磨
山
崎
城
主
と
し
て
２
万
石

を
与
え
ら
れ
る
。
淡
路
攻
略
戦
、
備
中
高
松
城
攻
め
、

山
崎
の
合
戦
、
大
阪
築
城
の
監
督
、
四
国
征
討
の
軍
監

と
い
っ
た
合
戦
や
役
目
で
功
績
を
上
げ
る
。

こ
の
頃
に
は
山
崎
城
主
４
万
石
に
加
増
さ
れ
て
お
り
、

羽
柴
秀
吉
改
め
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
に
貢
献
し
て
行

く
。
九
州
征
伐
で
も
軍
監
を
務
め
、
九
州
平
定
後
に
は

豊
前
国
の
内
６
郡
で
12
万
石
を
与
え
ら
れ
、
播
磨
か
ら

九
州
の
豊
前
に
移
る
。
豊
前
は
初
め
時
枝
城
へ
入
り
、

仮
本
拠
し
た
。
そ
の
後
、
馬
ヶ
岳
城
、
法
然
寺
を
居
城
・

居
所
と
し
、
や
が
て
中
津
城
を
築
城
し
て
、
そ
れ
を
豊

前
に
お
け
る
居
城
と
し
た
。

中
津
城
主
と
な
っ
て
か
ら
は
、
豊
前
国
人
衆
の
反
乱

を
鎮
圧
し
、
讃
岐
高
松
城
、
安
芸
広
島
城
の
築
城
指
導

を
行
う
。
関
東
の
小
田
原
城
攻
め
、
肥
前
名
護
屋
城
の

縄
張
り
を
担
当
、
続
い
て
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
の
役
）
で

は
外
征
軍
の
参
謀
と
な
る
。
し
か
し
在
鮮
中
に
外
征
軍

の
奉
行
衆
の
一
人
・
石
田
三
成
と
対
立
、
参
謀
の
任
を

解
か
れ
、
謹
慎
の
上
、
剃
髪
し
て
「
如
水
円
清
」
と
号

す
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
朝
鮮
出
兵
（
慶
長
の
役
）
で

は
外
征
軍
総
大
将
の
小
早
川
秀
秋
の
後
見
役
と
な
る
。

１
６
０
０
年
、
55
歳
の
時
に
豊
臣
方
、
徳
川
方
の
動

乱
（
関
ケ
原
の
合
戦
）
が
勃
発
、
孝
高
改
め
如
水
は
、

領
土
拡
張
を
視
野
に
入
れ
て
九
州
席
巻
を
開
始
す
る
。

す
な
わ
ち
旧
領
回
復
を
目
指
す
大
友
義
統
（
吉
統
）
を

豊
後
石
垣
原
の
合
戦
で
破
り
、
義
統
を
捕
虜
に
す
る
。

さ
ら
に
軍
勢
を
進
め
て
豊
後
安
岐
城
、
同
富
来
城
、
同

府
内
城
を
接
収
、
続
い
て
豊
後
日
隈
城
、
同
角
牟
礼
城

も
接
収
す
る
。
ま
た
豊
前
香
春
岳
城
、
同
岩
石
城
、
同

小
倉
上
城
も
攻
略
し
、
豊
前
・
豊
選
後
の
二
か
国
を
手

中
に
納
め
た
。
こ
う
し
て
九
州
席
巻
の
足
場
を
固
め
た

如
水
は
、
さ
ら
に
駒
を
進
め
、
筑
後
久
留
米
城
を
接
収
、

筑
後
江
上
八
院
の
合
戦
で
は
戦
い
を
督
戦
、
筑
後
柳
河

城
主
の
立
花
統
虎
（
宗
茂
）
を
降
伏
さ
せ
た
。

勢
い
を
増
し
た
如
水
は
、
そ
の
後
も
柳
河
城
、
江
ノ

浦
城
、
内
山
城
、
山
下
城
と
い
っ
た
筑
後
の
諸
城
を
接

収
し
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
如
水
の
進
軍
は
止
ま
ら

ず
、
降
伏
し
た
立
花
統
虎
を
先
鋒
に
し
て
、
友
軍
・
加

藤
清
正
と
共
に
肥
後
水
俣
に
着
陣
し
、
薩
摩
の
島
津
龍

伯
（
義
久
）
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
中
央
の
決

戦
で
、
豊
臣
方
主
力
を
破
っ
た
徳
川
家
康
か
ら
停
戦
の

命
令
が
出
た
た
め
、
如
水
は
進
軍
を
中
止
し
て
、
居
城
・

中
津
城
へ
と
引
き
上
げ
た
。
斯
く
し
て
如
水
の
領
土
拡

張
戦
は
終
了
し
、
あ
わ
よ
く
ば
天
下
に
号
令
し
よ
う
と

し
た
如
水
の
野
望
は
潰
え
た
。

そ
の
後
、
息
子
の
長
政
が
筑
前
の
国
主
に
栄
転
す
る

と
、
長
政
と
一
緒
に
筑
前
へ
入
封
す
る
。
長
政
は
名
島

城
に
入
城
し
、
如
水
は
太
宰
府
天
満
宮
の
境
内
に
草
庵

を
建
て
、
そ
こ
を
仮
住
ま
い
と
し
た
。
や
が
て
長
政
が

福
岡
城
を
築
城
す
る
と
、
同
城
の
三
の
丸
隠
居
屋
敷
で

余
生
を
過
ご
す
。
だ
が
体
調
を
崩
し
、
攝
津
有
馬
温
泉

へ
赴
き
、
湯
治
療
養
を
行
う
。
２
か
月
程
の
湯
治
を
終

え
て
京
都
伏
見
の
黒
田
邸
に
入
り
、
再
び
療
養
生
活
を

行
う
。

慶
長
九
（
１
６
０
４
）
年
三
月
廿
日
、
伏
見
の
黒
田

邸
に
て
病
の
た
め
瞑
没
す
る
。
享
年
59
歳
。
亡
骸
は
京

都
大
徳
寺
の
塔
頭
・
龍
光
院
に
埋
葬
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
元
福
岡
の
菩
提
寺
・
崇
福
寺
に
も
分
骨
の
上
、
墓
が

建
て
ら
れ
た
。

黒
田
武
士
掃
苔
録（
１
）三
浦

　明
彦

　

 

（
郷
土
史
家  

藤
香
会
会
員
）

黒田孝高の墓
(福岡市・崇福寺　黒田家墓所内 )



★
新
規
入
会
員
紹
介

１
．
一
般
会
員

　
　
　

宮
口　

佳
織　
　

三
浦　

明
彦

　
　
　

山
田　
　

明　
　

渕
上　

紀
行

　
　
　

山
口
慶
太
郎

２
．
賛
助
会
員　

52
企
業
・
団
体

こ
の
臼
杵
安

房
守
は
御
笠
川

が
比
恵
あ
た
り

で
西
に
向
か
っ

て
流
れ
水
害
が

多
か
っ
た
の
を
、

博
多
湾
に
真
直

ぐ
に
注
ぐ
よ
う
、

現
在
の
石
堂
川

と
呼
ば
れ
る
川

を
掘
っ
た
こ
と

で
も
有
名
で
あ
る
。

ま
た
博
多
の
掘
に
は
宗
屋
濠　

古
屋
濠
と
い

わ
れ
る
堀
が
あ
る
。
こ
れ
も
安
房
守
が
徳
永
宗
屋
、

古
屋
某
に
命
じ
て
掘
ら
せ
た
と
あ
る
が
、
古
屋
某

は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
詳
細
は
分
ら
な
い
。

な
お
臼
杵
安
房
守
は
「
大
友
宗
麟
の
一
族
に
て

立
花
道
雪
の
母
養
孝
院
の
兄
也
」
と
書
か
れ
、
大

友
氏
の
親
族
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

ふ
た
つ
め
の
肥
前
濠
（
佐
賀
濠
）
は
佐
賀
藩
が

黒
田
の
恩
義
を
謝
し
て
、
如
水
・
長
政
が
福
岡
城

を
築
く
際
に
佐
賀
よ
り
人
夫
を
派
遣
し
て
掘
っ
た

も
の
で
、
現
在
の
ソ
ラ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
→
市
役
所

→
天
神
中
央
公
園
→
薬
院
新
川
と
東
西
に
掘
ら
れ

た
濠
で
あ
る
。

福
博
の
歴
史
書
「
石
城
志
］（
津
田
元
顧
・
元

貫
父
子
編
著
）
に
よ
る
と
、「
鍋
嶋
加
賀
守
直
茂

の
嗣
子
信
濃
守
勝
茂
、
石
田
治
部
少
輔
に
與く

み

し

て
関
ヶ
原
の
役
に
従
わ
れ
し
に
、
悪
徒
敗
し
か
ば
、

直
茂
、
如
水
公
に
就
て
愁
訴
せ
ら
る
。」
と
あ
っ
て
、

鍋
島
勝
茂
が
石
田
三
成
の
西
軍
に
付
い
て
破
れ
た

た
め
、
父
親
の
直
茂
が
如
水
に
頼
ん
で
家
康
に
詫

び
を
入
れ
た
こ
と
。
そ
の
際
に
「
如
水
公
、
則
家

康
公
に
自
の
微
功
を
以
て
勝
茂
の
罪
を
購あ

が
なは
ん
と

宣
ひ
し
か
ば
、
家
康
公
、
か
の
父
子
を
ゆ
る
し
て

國
家
を
恙
な
か
ら
し
め
給
ふ
」
と
あ
っ
て
、
如
水

の
功
績
で
鍋
島
が
家
康
か
ら
領
地
・
領
民
を
安
堵

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。　

こ
の
よ
う
な

恩
に
報
い
る
た
め
、
鍋
島
直
茂
は
佐
賀
か
ら
人
夫

を
、
さ
ら
に
嫡
子
勝
茂
を
派
遣
し
て
堀
を
穿
っ
た
。

勝
茂
が
住
ん
だ
鍋
島
屋
敷
跡
は
矢
倉
門
（
博
多

駅
近
く
の
東
林
寺
の
境
内
）
の
畑
の
中
に
あ
っ
て
、

後
に
堅
粕
村
杉
の
内
と
い
う
所
に
移
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
福
岡
・
博
多
に
は
国
名
の

付
い
た
堀
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
福
岡
城
の
防
御
の
た

め
の
肥
前
堀
と
も
う
ひ
と
つ
は
博

多
を
防
御
す
る
役
目
の
房
州
堀
で
す
。

博
多
は
薩
摩
の
島
津
や
肥
前
の

竜
造
寺
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
の
高
い
都

市
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
博
多
を
支
配
し
て

い
た
大
友
氏
が
そ
れ
ら
か
ら
の
防
御
の
た
め
に
堀

を
築
い
た
。

房
州
堀
は
国
名
で
は
な
く
、
そ
れ
を
掘
っ
た（
企

画
・
指
揮
し
た
）
人
の
名
前
で
す
。

豊
後
大
友
家
の
家
臣
で
あ
る
臼
杵
安
房
守
鑑

賡
と
い
う
人
物
が
掘
っ
た
と
、「
石
城
志
巻
之
二
」

（
津
田
元
顧
・
元
貫
父
子
編　

１
７
６
５
）
に
書

か
れ
て
い
る
。「
博
多
の
南
方
の
外
郭
に
横
二
十

間
の
濠
を
ほ
れ
り　

瓦
町
の
西
南
の
方
よ
り
辻
堂

の
東
に
至
る
」
と
あ
っ
て
、
瓦
町
の
西
南
側
（
キ

ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
の
あ
た
り
）
か
ら
辻
堂
（
大
博
通

り
の
祇
園
駅
あ
た
り
）
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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検　索藤香会

会
員
の
皆
さ
ま
は
、
黒
田
家
に
対
し
て
の
畏
敬
の
念

ま
た
は
郷
土
史
へ
の
探
求
心
を
も
っ
て
、
藤
香
会
に
入

会
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
の
入
会
理
由
は
そ
れ

と
は
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
黒
田
藩
な
ら
び
に
郷
土
史

に
つ
い
て
知
識
ど
こ
ろ
か
、
興
味
も
何
も
な
か
っ
た
の

で
す
。
た
だ
進
藤
一
馬
氏
が
市
長
の
時
代
に
藤
香
会
の

会
長
を
さ
れ
て
い
た
折
に
、
私
の
祖
父
山
内
勝
也
が
副

会
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
母
の
諸
岡
京
子

が
理
事
を
さ
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
祖
父
の
後
、

中
島
敏
行
氏
が
副
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
は
、
よ
く
理

事
の
方
々
が
我
が
家
に
来
ら
れ
て
は
、
プ
チ
会
議
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
の
私
は
、
藤
香
会
の

業
務
の
一
部
を
手
伝
う
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
何
も
分

か
ら
ず
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
理
事
の
方
た
ち
の
熱

心
さ
が
こ
ん
な
私
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
時
は
、
藤
香
会
と
は
縁
が
切
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
毛
屋
副
会
長
か
ら
「
お

爺
様
、
お
母
様
か
ら
繋
い
だ
も
の
が
あ
る
の
で
、
会
員

を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
あ
く
ま
で
一
会
員
と
し
て
在
籍
す
る
つ
も
り
で

お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
が
、
篠
原
前
理
事
か
ら
急
に
「
私
が
会
計

を
引
き
受
け
る
の
で
、
あ
な
た
が
帳
簿
付
け
を
し
な
さ

い
」
と
の
依
頼
が
あ
り
渋
々
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

理
事
の
一
員
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

鳥
飼
八
幡
宮
の
宮
司
の
三
男
と
し
て
生
を
受
け
た
祖

父
が
、
藩
士
で
も
な
い
の
に
藤
香
会
の
活
動
に
生
涯
取

り
組
ん
で
い
た
事
が
本
当
に
不
思
議
で
し
た
。

鳥
飼
八
幡
宮
は
黒
田
長
政
公
の
別
邸
を
建
築
の

際
に
現
在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
た
事
、
そ
し
て
本

家
筋
あ
た
る
平
山
家
の
紅
葉
八
幡
宮
も
黒
田
光
之

公
と
の
縁
が
あ
り
、
黒
田
藩
の
お
陰
で
二
社
と
も

現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
、

祖
父
を
藤
香
会
及
び
郷
土
史
へ
と
突
き
動
か
す
原

動
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
近
頃
や
っ
と

理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
私
は
理
事
と
し
て
藤
香
会
に
深
く
係
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
黒
田

藩
に
対
す
る
深
い
思
い
と
知
識
の
豊
富
さ
に
、
た

だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。

学
び
の
途
中
の
私
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
藤
香

会
の
お
役
に
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

会員クリック㉞

理 事
秦　　紀　子

ちょっと
うんちく

「石城志」の房州堀の記述部分
(国立国会図書館蔵)

房州堀の記述の続き
～臼杵安房守の人物像の記述

鍋
嶋
屋
敷
跡
の
記
述
の
続
き
～
如
水
公
の
取
り
な
し

「
石
城
志
」の
鍋
嶋
屋
敷
跡
の
記
述
部
分

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵)


